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１人１台端末とメディア・リテラシー

• １人１台端末の整備により、子どもたちは今
まで以上に、ネット上の情報に触れる機会が
増加する

• 学習指導要領で求められている学びを実現さ
せるためには、「疑問をもち調べる」「考え
たことを人に伝える」学習活動が不可欠

調べる・伝える活動を行う上で、
メディア・リテラシーを育成することが必要
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情報モラルとメディア・リテラシー
安全・安心といえば情報モラルという概念がある。メディア・リテラシーを育む教育は、以下

のような内容を扱う情報モラル教育とは異なるものと捉え、教育を充実させる必要がある。

1 情報の発信と受容する際の判断に関する問題
（デマ，うわさ，詐欺，誤報，ワンクリック詐欺）

2 コミュニケーショントラブルの問題
（メール・掲示板・チャットでの誹謗中傷・ネットいじめ）

3 知的財産権の侵害に関する問題
（著作権侵害）

4 情報資産を脅かす脅威とセキュリティ対策に関する問題
（ウィルス・ワーム，不正アクセス，改ざん，個人情報流出，サーバー攻撃，カード番号・パスワードの盗聴）

5 電子商取引でのトラブルに関する問題
（詐欺，なりすまし）

6 トラフィックに関する問題
（チェーンメール ）

7 有害情報の公開と受容に関する問題
（爆発物の製造方法，ポルノ，自殺マニュアル，死体，ドラッグ販売，プライバシー侵害）

8 ネット中毒に関する問題
（引きこもり，依存症）

9 出会い系サイトに関わる犯罪の問題
（売春，誘拐，拉致・監禁）
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メディア・リテラシーとは

メディアの意味と特性を理解した上で、

受け手として情報を読み解き、

送り手として情報を表現・発信するとともに、

メディアのあり方を考え、行動していくこと

ができる能力
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学校におけるICTを活用した実践場面

「教育の情報化に関する手引-追補版-(令和2年6月)」文部科学省
出典：https://www.mext.go.jp/content/20200701-mxt_jogai01-000003284_005pdf.pdf
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具体的に安心・安全について考える

１人１台情報端末を使い学ぶ際、
どのような危険性があるのか？

どのようなメディア・リテラシー
を育む教育・学習が必要か？

いくつかの例をもとに考えます。
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◯検索サイト

上位にある検索結果ほど価値がある・信
頼できると、勝手に解釈してしまう危険
性、それを伝えてしまう危険性

→検索エンジンの特性を知ること、ラン
キングに依存している自分に疑いをもつ
べきであることを学ぶ必要がある。
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◯SNS

自分が見ているのは、閲覧履歴によってカスタ
マイズされた情報かもしれないのに、自分で選
んで見ていると、勝手に解釈してしまう危険
性、それを伝えてしまう危険性

→自分が（誰もが）、コンピュータのアルゴリ
ズムによってパーソナライズされた情報に囲ま
れる「フィルターバブル」に包まれていること
を学ぶ必要がある。
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◯ニュースサイト

単純化された調査結果や専門家の考えを都合よ
く勝手に解釈してしまう危険性、それを伝えて
しまう危険性

→メディアは、わかりやすくするために単純化
される。送り手の意図によって構成されている
ことを踏まえて解釈する必要があることを学ぶ
必要がある。
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例えば
情報端末でニュースを読んでいると、国際的な
学力テストの結果について書かれた記事があっ
たとします。

記事には、「日本の子どもたちは読解力の得点
が低く、前回より順位がさがった」と書かれて
います。また、「スマートフォンが普及し、短
文のやり取りが増えたことや、本を読む時間が
減ったためではないか」という専門家のコメン
トが掲載されています。

読者は、どのように思うでしょうか？
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こんな解釈をする読者がいるかも？

「最近の子は昔の子より成績が悪いのか。順
位をあげるために、スマホ禁止にして、もっ
と本を読ませることにしよう。」

この解釈は妥当でしょうか？
この考えを発信したらどうなるでしょうか？

下手をすると、偏見や差別、的外れな対処の
実施を生みかねない。
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別の見方もできるのではないか
最近の子は勉強できなくなったのか。

↔他の国の子が特に頑張っただけであって
日本の子どもに問題があるわけではないかも

スマホを禁止にしよう。
↔スマホ使っていても読解力の高い人はいるかも

もっと本を読ませよう。
↔読書してスコアがあがる出題内容ではないかも

このような読み解きができ、かつ、それを踏まえて
表現・発信できないと争いや人権侵害が生じる
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まとめ：安全・安心な利活用の観点から
どのようなメディア・リテラシーが必要？

情報モラルや真偽を見抜く力とは別の力が必要

・自分が勝手な解釈をしていないか疑う力

・自分が発信したことは、受け手が勝手な
解釈をするものだとして表現する力

・勝手な解釈をさせやすいものとしてメディ
アの構造や特性を捉える力
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